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ねらい（評価の観点）

16 令和７年度七生特別支援学校年間指導計画
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単元（題材）名

教科等名 社会 学年

ねらい

・社会の中で協力することの意義を理解し、国民としての権利と義務について理解を深めることができ
る。
・複数の意見や立場を踏まえ、自分が考えたことを説明したり、話し合ったりできる。
・より良い社会を考え、学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養う。

〇大平　宏　　岸田　義文　　大野　隆将　　澁谷　一成　　榎本　一慶　　伊達　有子

・日本の伝統、文化につい
て
・世界の伝統、文化につい
て

○

・自国の伝統、文化について知り、日
本の良さに気付くことができる。
・外国の人々の生活の様子などに着
目して、日本の文化や習慣との違いに
ついて考えることができる。

・法やきまりを知り、役割と責任を果た
そうとする態度を身に付ける。
・主権者としての自覚をもち、主体的に
社会に参加しようとする態度を身に付
ける。

・タブレット端末を利
用し、正しい情報を
得られるよう指導を行
う。
・体験的な学習を取り
入れる。

社会資源と社会サー
ビス

日本や世界の伝統・
文化

国や社会の決まり

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

・地域で利用できる社会資
源や社会サービスについ
て
・ユニバーサルデザイン

○

・憲法、法律、ルールにつ
いて
・政治の働きや仕組みに
ついて

・タブレット端末でイ
ンターネットを活用
し、調べ学習を中心
に興味関心の高い課
題を設定する。
・違いに着目できるよ
う調べる項目を限定
して提示し、違いを比
較し考えることができ
るよう指導を行う。

・タブレット端末でイ
ンターネットを活用
し、関連する動画を
視聴することや調べ
ることで具体的なイ
メージをもたせる。
・学校や地域で活用
されているデザインを
活用し、想起しやす
い学習環境を設定す
る。

改訂新版　くらしに役立つ社会

・地域のおける公共施設や公共物の
役割とその必要性を理解することがで
きる。
・ユニバーサルデザインの有効性に気
が付くことができる。

○


